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■韓国・培材中との交流 ～6年ぶりの訪問～
１月 18 日(土)～21 日(火)の 4 日間、姉妹校の韓国･培材

中学校親善使節団が能美市を訪問されました。姜信遠(ｶﾝ･
ｼﾝｳｫﾝ)校長先生を団長とする 4 名の先生方と 10 名の中学
生(1･2 年)の皆様です。今号では、今回の交流の様子をお知
らせします。

★培材中との交流の歴史★

本校と培材中の交流は今から約 53 年前、第一回全中で日本一になった男子バスケットボール部が
韓国を訪問したことがきっかけとなりました。その後、44年前に姉妹校となり、互いの訪問は合計
47 回にのぼります。しかし、ここ 4年間、コロナ禍の影響で中断を余儀なくされ、今年度、約 6年
ぶりの培材中訪問が実現しました。

★今回の交流の様子紹介★

１月 18 日(土)

午前、小松空港に到着した培材中一行は、根上中陶壁前でホス
ト生徒と対面し、能美ふるさとミュージアム等を見学し、金沢駅
周辺を観光しました。初めは緊張した面持ちだった両校の生徒た
ちも、すぐに打ち解け、とても楽しそうに散策していました。

１月 19 日(日)

ホストファミリーとの交流の一日。朝、根上中で受け入れ家族と対
面し、親善交流 50 周年記念石碑の除幕式を行いました。その後は、
夜まで各ファミリーの企画で楽しい一日を過ごしました。生徒たち
は 20 時半過ぎ、手にたくさんのお土産を持って、家族と伴に最高の
笑顔でホテルに帰ってきました。昨日以上のフレンドリーな様子を
見ると、友情に言葉や国境の違いは関係ないのだと感じました。ホス
トファミリーの皆様、ご協力ありがとうございました。

根上中だより
E-mail neagari-jhs@nomi.ed.jp

※ホームページでもぜひご覧ください ⇒

＊1972(S47).3 培材中とのバスケット親善試合に訪韓
＊1977(S52).8 日韓中学校親善バスケットボール大会（培材中が根上町を訪問）
＊1981(S56).12 姉妹校調印（本校使節団が培材中を訪問）

《この後、交互に合計 47 回(上記含む)の訪問》
＊2020(R2)～2023(R5) コロナのため中止（'22･'23 はオンライン交流）
＊2025(R7).1 培材中が 2018.8 以来 6年ぶりの訪問



第 48回 北陸アンサンブルコンテスト 出場！

2 月 9 日(日)に福井県立音楽堂で行われる北陸アンサンブルコン
テストに、12/22 の県コンテストで見事金賞県代表を受賞した以下
の 6名が出場します。北陸大会でも素晴らしい演奏を聴かせてくれ
ることと、期待しています。頑張ってください！

【クラリネット６重奏】南、中田、小林、森、中西、髙林（敬称略）

１月 20日(月)

JAIST 見学を終えた培材中一行は、根上中
体育館で歓迎式に参加しました。両校校長の
挨拶で開式し、中本生徒会長の歓迎スピーチ
(英語)、記念品交換、両校の学校紹介などの
後は、アトラクションです。根上中は少林寺
拳法の組演武、吹奏楽部の演奏、ヨーヨー

披露。培材中は K-pop ダンス。会場は大盛り上がりです。最後は両
校の校歌を合唱して歓迎式を終了しました。
給食体験後の午後は、1年生と 2年生がそれぞれレクレーション

を企画し、ゲームや昔遊びなどで楽しい時間を過ごしました。言葉
がうまく通じない中でも、頑張ってコミュニケーションをとり、培

材中の皆さんも大喜びです。
夜のさよなら夕食会では、別れを惜し

みながら歓談を楽しみ、互いに感想を交流しました。培材中の生徒たちは、
GReeeeN の「卒業の唄～アリガトウは何度も言わせて～」をすべて日本語
で歌ってくれました。一生懸命練習してきてくれたことに、本当に感激で
す。一日を通して、素晴らしい交流となりました。

1 月 21 日(火)

最終日。ホテルを出て小松空港へ向かう培材中一行のバスは、根
上中前のロータリーをゆっくりと回り、全校生徒が全力で手を振っ
てのお見送りです。姜校長先生は、帰国後すぐにいただいたお礼状
で、次のようにおっしゃっています。

根上中の生徒の皆さんの「おもてなしの心」がしっかりと伝わったことが、何よりも嬉しいです。

国境を超え、言語や文化の違いを乗り越え、人間としての真の触れ
合いを体験することは、生徒たちを大きく成長させてくれます。歴史
と伝統に輝くこの培材中との交流を、これからも末永く続けていき
たいと強く感じています。今後も、お互いの絆が一層深まり、友情の
輪がさらに広がっていくことを心から期待します。6年ぶりに訪問し
てくださった姜校長先生をはじめとする培材中の皆様に、心から感
謝をいたします。

最後の日、バスで学校に行ったとき、全校生徒が出て手を振って歓送し
てくれた姿は、永遠に忘れることはありません。（姜校長先生）


